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A-50 乾シイタケなラ幻こその涌出浪ﾔの椋酸関漣物質にっ‘/て

　　　武庫･り女大　〇島木幸手　御開俊5-山口晶子

〔日本家政学会

　回的　シイタケの£な旨練成分はダー7"ア= 心酸である,こt It岡知のことざあ% が

よ竣難な釦ね示すのは核錬闇連物質やアミノ酸右岬与ドり§よ7 ぞ'あ弓。さりニ

乾シイダア抽出衣中の遠雛アミ／酸ザダーク'｀アにﾑ酸. ダーヴi ジ/レ･酸にフリて報告

したが今回lit 印侈の核酸関ま物質/こっりて実験llﾃなった。
　ダ茲　大分産乾シリケ″の傘を3 －ヽに細断し．PC-A抽牝力'C- μ'゜水抽出陵

錬性友処理レだ=むの吝試料とした，ま刎（抽必衰/こアオスフ7 ターセ'聊軒刻l/cL=tへ

れ衣ノ<nこつヽ て̂i 叱赦疹放し仁。４オン気橡フロマトグ｀タアイ- 島犀び紙電瓦砥
動装置岑うび1'-マすス/レディし　t記蔵分光此度灯t 用回ご分雛走量した。

　糾恥乾シ-f ダグ冲出漱･心像の核岐闇連物f S |各配そのバ;ダ- I)ぶ｀ヌクレオ

千ドt [ てはダーグアニ心酸, ダ'－17'ノジ’レ飾,ゴーアダふル酸 がーふチジ/レ療の

千葎ダダーイ／シシ酸ば認めラれなか。/≒屍シイタダ吉恥勿ますj通牲て｀ずー1
がヌクレオ■j-V“の坤加が'£多れ犯。奮だ加齢

釦゛Cれ袖出した心のいノダーりぢヌクレオ衡りりか，た。これは裁馥分鮮肪素な少

ダバタム･才ナ/ヽ‘゛分解勝素活性の影響と考λラれ?．なれフ才スファヤダ搾陶剤
惣びオヅ紫皆;禁忿ぶおこ託スツヤザ独次

こt が゛わかだ̂，Cのことか今bo "し永瀬出が貿'C昶抽出よりもアr スフ戸タ- が彦強
力'浪ぞあ^ 'c躍諭ぞき乱

９月28日間第４会場　午後1 :00～5 :00

　　　A－51　ふ聚塚下^'1瞼:^嘩4 ・品咳^成^撮成

　　　　　　ム苛x扉　o妻恵絢　，)ヽμ麿を　　ム暫県良孤ﾇこ　大y飼£｝

　回的　ふ裂t -Fよ'jI り鳶^ 蒙昧永峰^のみ質い細ふずるs ^ ＆究明fう筝を回的

とじ1^。
　方眼　簾め^.
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肺，丈麦麹，いこ卜1米〕剱，･3- T ま紬ダ･多群K を顧レ

行，て得奏りil ヽヽものJlゾ低・もめjk－^＼栢^ぶ／^前栽什

ダ疎の定-t Iμf 琢匹甕い. カルシウム. -7TネシウA 量(Jキ

. 味噌ナ・む献眺λダ鎌衝鮑ii r ，レガリg j:る満息曲^ Iリ

£量ほ日;ftキTLCレ吋了εノ醸了すラうr゛－で行っ尺

　紹聚　吽t薯i-の鹿栗.i、畜? 鞠刻

々ヵヽつし唯4.唇蔓は覆｜て低⌒才が好まれるーt .

の和割万 %ら、k なヤつ?. n<. '^組で丿域唇f は仰VA

麹にリi i｡ヽりこt'乃っ乱　t か4 0^線衝鮑1 ･･lilか
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ﾚこっヽ●てほ嘱特の雇ほ胞ら，h.

. ミネラ･レＫつぃてほ^好ｋ

力nヽ-烏-f Ik 右ft! 向齢為Iト　蔵

1 審査の奪塚1よく一双レ

この痢軒艶|に丿酸心るわk賂わ瓦る．，れうを池ないt, 班峻&.味噌口

いま紬のものが．今賑か4 H ズ軟べもみり･ K-良好r あっ刄，


